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2024年米大統領選挙
―ハリス、トランプの環境エネルギー政策の方向性―

　本誌504号（2021年1月）の特集において、著者は「2020年大統領選挙と今後のバイデン政権
の方向性」と題し、トランプ政権後のアメリカ政府の政策の行方と世界情勢に与える影響、日本の
戦略について論評しました。
　いま劇的な展開を見せている米大統領選挙を目前に、両候補の環境エネルギー政策の違いはど
のようなものか、日本のエネルギー安全保障と今後の世界情勢をどのように考えるべきか、アメリ
カの政治・外交に詳しい著者が詳細に解説します。

こ
の
夏
の
米
国
大
統
領
選
挙
の
情
勢
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
、
劇
的
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
81
歳
と

い
う
高
齢
が
懸
念
さ
れ
た
現
職
の
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
大
統
領

が
、
民
主
党
の
予
備
選
で
指
名
を
獲
得
し
、
や
は
り
78
歳
と
い
う

高
齢
で
、
2
0
1
6
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
元
ポ
ル
ノ
女
優

に
口
止
め
料
を
払
い
、
そ
の
記
載
の
不
正
処
理
と
し
て
現
職
の
大

統
領
と
し
て
は
史
上
初
め
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
元
大
統
領
が
、
共
和
党
予
備
選
で
指
名
を
獲
得
し
た
。
両

者
と
も
に
、
党
内
で
の
支
持
は
固
か
っ
た
が
無
党
派
層
か
ら
は
嫌

わ
れ
て
い
た
。
バ
イ
デ
ン
氏
と
ト
ラ
ン
プ
氏
の
ど
ち
ら
も
望
ま
な

い
、
い
わ
ゆ
る「
ダ
ブ
ル
・
ヘ
イ
タ
ー
」と
い
わ
れ
る
層
が
有
権
者

の
25
％
を
占
め
て
い
た［
１
］。

6
月
28
日
と
い
う
異
例
の
早
い
時
期
に
、
バ
イ
デ
ン
氏
対
ト
ラ

ン
プ
氏
の
大
統
領
選
挙
候
補
者
の
第
１
回
テ
レ
ビ
討
論
会
が
行
わ

れ
た
が
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
年
齢
に
よ
る
衰
え
を
全
米
に
認
知
さ
せ

る
よ
う
な
自
滅
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
た
。
世
論
調
査
に

よ
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
よ
り
優
れ

て
い
た
と
回
答
し
た
の
は
全
体
の
67
％
で
、
バ
イ
デ
ン
氏
の
33
％

を
大
き
く
上
回
っ
た［
２
］。

以
来
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
支
持
率
は
徐
々
に
高
ま
り
、
民
主
党
内

で
は「
バ
イ
デ
ン
お
ろ
し
」の
風
が
吹
き
荒
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
状

況
で
7
月
13
日
、
ペ
ン
シ
ル
べ
ニ
ア
州
で
の
選
挙
集
会
で
、
ト
ラ

ン
プ
氏
が
銃
撃
を
受
け
て
耳
を
負
傷
す
る
衝
撃
的
な
事
件
が
起

こ
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
上
の
ト
ラ
ン
プ
氏
は
本
能
的
と
も
い
え
る

ガ
ッ
ツ
で
、
拳
を
振
り
上
げ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
た
。

７
月
15
～
18
日
の
共
和
党
全
国
大
会
で
は
、
負
傷
し
た
右
耳
に

ガ
ー
ゼ
を
し
て
参
加
し
た
ト
ラ
ン
プ
氏
を
、
支
持
者
は
熱
狂
的
に

歓
迎
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
陣
営
は
、
こ
の
勢
い
を
無
党
派
層
に
拡
大

さ
せ
る
絶
好
の
機
会
と
考
え
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
指
名
受
諾
演
説

を
、
ア
メ
リ
カ
を
団
結
さ
せ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
急
遽
変
更
し
た
。

最
終
日
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
演
説
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
半
分
で
は
な

く
、
全
体
の
大
統
領
に
な
る
」と
い
う
団
結
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

し
た［
３
］。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
選
挙
対
策
本
部
の
用
意
し
た

演
説
の
原
稿
に
従
っ
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
の
は
前
半
ま
で

だ
っ
た
。
演
説
の
後
半
で
は
、
普
段
の
ト
ラ
ン
プ
氏
に
戻
り
、
事

前
に
準
備
し
た
原
稿
か
ら
逸
脱
し
、
バ
イ
デ
ン
氏
や
民
主
党
を
一

方
的
に
批
判
す
る
い
つ
も
ど
お
り
の
分
断
的
な
演
説
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
民
主
党
に
逆
転
の
希
望
を
与
え
、
7
月
21
日
、
バ
イ
デ
ン

大
統
領
が
撤
退
を
表
明
し
、
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
副
大
統
領
を
後
継

に
指
名
し
た【
表
1
】（
６
ペ
ー
ジ
）。

ハ
リ
ス
氏
は
、
そ
れ
ほ
ど
人
気
の
あ
る
政
治
家
で
は
な
か
っ
た

が
、
民
主
党
に
と
っ
て
は
、
党
内
分
裂
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
短

期
間
の
予
備
選
を
行
う
余
裕
が
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ま
で

笹川平和財団　上席フェロー　渡
わ た な べ

部 恒
つね

雄
お

氏   

「
ほ
ぼ
ト
ラ
」か
ら
振
り
出
し
に
戻
っ
た

「
ほ
ぼ
ト
ラ
」か
ら
振
り
出
し
に
戻
っ
た

大
統
領
選
挙

大
統
領
選
挙

カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
旋
風

カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
旋
風



【表１】【表２】
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の
選
挙
資
金
は
バ
イ
デ
ン
・
ハ
リ
ス
チ
ー
ム
が
受
け
と
っ
て
お

り
、
ハ
リ
ス
氏
が
大
統
領
候
補
を
バ
イ
デ
ン
氏
か
ら
受
け
継
げ

ば
、
選
挙
資
金
も
継
続
で
き
る
と
い
う
現
実
的
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
ジ
ャ
マ
イ
カ
系
黒
人
の
父
と
、
イ
ン
ド
系
の
母
を
持

つ
ハ
リ
ス
氏
は
、
黒
人
層
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
層
な
ど
の
民
主
党
離

れ
の
傾
向
が
顕
著
な
層
を
、
民
主
党
支
持
に
引
き
戻
す
役
割
へ
の

期
待
も
あ
っ
た
。

全
米
の
主
要
世
論
調
査（
7
月
31
日
～
8
月
19
日
）の
平
均
で
は
、

ハ
リ
ス
48
・
2
％
、
ト
ラ
ン
プ
46
・
7
％
と
逆
転
し
た
。
ま
た
、

ミ
シ
ガ
ン
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
激
戦
州
で
の
、
主
要
世
論
調
査

の
平
均
で
、
ハ
リ
ス
氏
が
ト
ラ
ン
プ
氏
を
逆
転
し
た【
表
２
】［
４
］。

ハ
リ
ス
氏
は
自
身
の
副
大
統
領
候
補
に
ミ
ネ
ソ
タ
州
知
事
の

ウ
ォ
ル
ズ
氏
を
選
ん
だ
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
知
事
の
シ
ャ
ピ
ロ

氏
が
最
有
力
候
補
と
い
う
事
前
の
予
想
を
覆
す
結
果
と
な
っ
た
。

た
だ
し
選
挙
戦
を
考
え
れ
ば
、
中
西
部
出
身
の
ウ
ォ
ル
ズ
氏
の
庶

民
性
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
や
ミ
シ
ガ
ン
州
な
ど「
ラ
ス
ト
ベ
ル

ト（
さ
び
つ
い
た
工
業
地
帯
）」と
呼
ば
れ
る
激
戦
州
で
、
白
人
中
間

層
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
系
の

シ
ャ
ピ
ロ
氏
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
を
公
然
と
批
判

し
て
い
る
と
は
い
え
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
で
の
戦
闘
に
不
満
を
持

つ
民
主
党
左
派
を
遠
ざ
け
る
リ
ス
ク
も
考
慮
し
た
と
思
わ
れ
る
。

ウ
ォ
ル
ズ
氏
は
、
民
主
党
左
派
の
政
治
家
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
プ

陣
営
は
、
ハ
リ
ス
・
ウ
ォ
ル
ズ
チ
ー
ム
を「
米
国
に
と
っ
て
危
険

な
左
派
」と
い
う
ラ
ベ
ル
貼
り
を
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

て
い
る
が
、
ハ
リ
ス
氏
の
支
持
率
は
上
昇
を
続
け
て
お
り
効
果
を

上
げ
て
い
な
い
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
自
身
の
副
大
統
領
候
補
の
選
択
に
つ
い
て
も
失

策
を
犯
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
彼
は
Ｊ
Ｄ
ヴ
ァ
ン
ス
上
院
議
員
を

副
大
統
領
候
補
に
選
ん
だ
が
、
彼
を
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ（M

ake A
m

erica 
G

reat A
gain;

ア
メ
リ
カ
を
再
び
偉
大
に
）運
動
の
後
継
者
と
し

て
自
ら
の
レ
ガ
シ
ー
重
視
で
選
ん
だ
ふ
し
が
あ
る
。
彼
は
没
落
し

た
白
人
の
中
流
層
の
状
況
を
自
伝
的
に
書
い
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本

「
ヒ
ル
ビ
リ
ー
・
エ
レ
ジ
ー
」の
著
者
と
し
て
有
名
だ
か
ら
だ
。

し
か
し
こ
の
選
択
は
選
挙
戦
略
上
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。
ト
ラ
ン

プ
氏
が
保
守
派
の
白
人
男
性
で
あ
り
、
ヴ
ァ
ン
ス
氏
も
保
守
派
の

白
人
で
、
本
来
な
ら
支
持
を
広
げ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
べ
き
無
党

派
層
、
女
性
票
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
票
に
は
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
。

し
か
も
ヴ
ァ
ン
ス
氏
が
上
院
議
員
を
務
め
る
オ
ハ
イ
オ
州
は
、
共

和
党
の
勝
利
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
赤
い
州
で
あ
る（
共
和
党
の

公
式
カ
ラ
ー
）。

た
だ
し
、
現
状
で
は
ハ
リ
ス
陣
営
に
勢
い
は
あ
る
が
、
保
守
層

の
ト
ラ
ン
プ
支
持
も
強
固
で
あ
り
、
勝
敗
の
カ
ギ
を
握
る
接
戦
州

の
無
党
派
層
の
支
持
の
帰
趨
は
わ
か
ら
な
い
。
特
に
予
備
選
と
い

う
自
ら
の
人
格
と
政
策
を
支
持
者
に
訴
え
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を

経
験
し
て
い
な
い
ハ
リ
ス
候
補
は
、
未
知
の
存
在
で
あ
り
、
多
く

の
無
党
派
層
は
9
月
10
日
の
テ
レ
ビ
討
論
会
を
見
る
ま
で
は
判
断

を
下
せ
な
い
は
ず
だ
。
つ
ま
り
日
本
は
、
ハ
リ
ス
政
権
あ
る
い
は

ト
ラ
ン
プ
政
権
2
・
0（
第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
）の
ど
ち
ら
に

な
っ
て
も
対
応
で
き
る
準
備
が
必
要
で
あ
り
、
両
者
の
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
、
国
際
関
与
の
方
向
を
理
解
し
て
お
く
必
要

アメリカ大統領選挙 これまでの経緯と今後の予定

出典：各種報道資料より作成

2024年 3月  5日 スーパーチューズデー　テキサス州やカリフォルニア州などで一斉に予備選挙実施

2025年 1月20日 大統領就任式

4月15日 トランプ氏不倫口止め料をめぐる業務記録改ざん初公判

6月27日 第１回大統領候補者テレビ討論会　バイデン氏・トランプ氏

7月13日 トランプ氏銃撃

7月11日 トランプ氏有罪となった業務記録改ざん事件　量刑の審理　　延期

7月15日
　 -18日 共和党全国大会　18日にトランプ氏指名受諾演説

8月19日
　 -22日 民主党全国大会　22日にハリス氏指名受諾演説

7月21日 バイデン大統領撤退表明

9月10日 第２回大統領候補者テレビ討論会　ハリス氏・トランプ氏

11月  5日 大統領選挙　投開票日

ハリス氏・トランプ氏の世論調査平均と激戦区7州の世論調査平均

出典：Real Clear Politics（RCP）の調査資料より作成 （RCPはアメリカの著名な政治ニュースサイト） ※8月19日現在

激戦州

本選挙 : ハリス vs. トランプ

46.7％48.2％ トランプハリス +1.5
RCP Average

アリゾナ州 トランプ +0.2

ペンシルベニア州 トランプ +0.2

ノースカロライナ州 トランプ +1.2
ジョージア州 トランプ +1.0
ミシガン州 ハリス +2.0

ウィスコンシン州 ハリス +1.0ネバダ州 トランプ +1.3

ポイ
ント

ポイ
ント

ポイ
ント

ポイ
ント

ポイ
ント

ポイ
ント

ポイ
ント

ポイ
ント
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ト
ラ
ン
プ
政
権

ト
ラ
ン
プ
政
権
22
・・
00
のの

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
行
方

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
行
方

が
あ
る【
表
3
】。

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
考
え
る
上
で
、
米
国
の
次
の

政
権
交
代
は
２
つ
の
点
で
重
要
だ
。
１
つ
目
は
、
米
国
自
身
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
方
向
性
、
２
つ
目
は
中
東
の
地
政
学
お
よ
び
世

界
の
国
際
秩
序
へ
の
米
国
の
関
与
姿
勢
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
ハ

リ
ス
候
補
と
ト
ラ
ン
プ
候
補
の
ど
ち
ら
が
勝
利
す
る
か
に
よ
っ

て
、
米
国
の
方
向
性
は
大
き
く
変
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ハ
リ
ス
氏
の
候
補
指
名
確
定
は
7
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、

ハ
リ
ス
氏
の
政
策
の
全
貌
は
い
ま
だ
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

い
。
一
方
、
ト
ラ
ン
プ
陣
営
は
政
策
綱
領
を
発
表
し
て
い
る
が
、

2
0
1
7
年
か
ら
の
第
一
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
を
振
り
返
れ
ば
、
ト

ラ
ン
プ
氏
の
デ
ィ
ー
ル（
取
引
）志
向
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
助
言
よ
り

も
個
人
の
直
感
に
頼
る
政
権
運
営
が
な
さ
れ
た
。
つ
ま
り
両
陣
営

と
も
、
現
在
、
表
明
さ
れ
て
い
る
政
策
が
そ
の
ま
ま
と
り
入
れ
ら

れ
る
保
証
は
な
い
。

し
か
も
、
議
会
の
立
法
で
定
め
ら
れ
た
法
律
を
変
え
る
た
め
に

は
、
大
統
領
権
限
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
議
会
の
上
・
下
院
に
よ

る
立
法
措
置
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
環
境

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
レ
削
減
法（
I
R
A
）

を
、
撤
回
あ
る
い
は
修
正
す
る
た
め
に
は
、
共
和
党
は
大
統
領
府

だ
け
で
な
く
議
会
の
上
下
両
院
を
奪
回
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
年

の
上
院
と
下
院
の
選
挙
見
通
し
は
、
民
主
党
の
改
選
議
員
が
多
い

上
院
で
は
共
和
党
が
過
半
数
を
と
る
可
能
性
が
高
い
と
は
い
え
、

全
議
席
が
改
選
さ
れ
る
下
院
は
大
統
領
候
補
の
勢
い
が
影
響
す
る

た
め
、
ハ
リ
ス
対
ト
ラ
ン
プ
の
支
持
率
が
拮
抗
す
る
現
状
で
は
予

断
を
許
さ
な
い
。

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
影
響
す
る
要
素
の
ひ
と
つ
は
、

今
や
世
界
１
位
の
輸
出
国
で
あ
る
米
国
の
液
化
天
然
ガ
ス（
以
下

L
N
G
）の
輸
出
と
生
産
に
関
わ
る
政
策
だ
。
今
年
1
月
、
バ
イ
デ

ン
政
権
は
自
由
貿
易
協
定
を
結
ん
で
い
な
い
国
家
へ
の
L
N
G
の

輸
出
に
つ
い
て
、
米
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
上
昇
さ
せ
た

可
能
性
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
影
響
に
つ
い
て
の
最
新
の
評

価
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、
新
規
輸
出
認
可
に
か
か

る
審
査
を
一
時
停
止
し
た［
５
］。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
大
統
領
選
挙

の
民
主
党
予
備
選
と
本
選
を
見
込
ん
で
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
党
内

左
派
に
配
慮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
中
道
の
バ
イ
デ
ン
政
権
の
こ
れ
ま
で
の
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
は
、
民
主
党
左
派
の
主
張
の
よ
う
な
過
激
な
も
の
で
は

な
く
、
現
実
に
合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
き
た
。
米
国
内
で

は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
司
法
長
官
、
お
よ
び
同
州

選
出
の
上
院
議
員
の
経
験
が
あ
る
ハ
リ
ス
氏
の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
が
、
現
実
的
な
バ
イ
デ
ン
流
と
な
る
の
か
、
厳
し
い
環
境
規

制
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
流
と
な
る
か
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

結
論
を
い
え
ば
、
お
そ
ら
く
ハ
リ
ス
氏
は
、
左
派
と
中
道
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
バ
イ
デ
ン
路
線
を
継
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
大
統
領
選
挙
で
勝
利
す
る
た
め
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

お
よ
び
そ
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
の
労
働
組
合
の
意

向
が
極
め
て
重
要
だ
か
ら
だ
。
最
大
の
接
戦
州
で
あ
る
ペ
ン
シ
ル

べ
ニ
ア
州
に
お
い
て
、
ハ
リ
ス
氏
は
す
で
に
主
要
な
労
働
組
合
か

ら
推
薦
を
得
て
い
る
が
、
こ
の
州
は
米
国
で
２
番
目
に
多
い
天
然

ガ
ス
の
生
産
州
で
、
増
加
中
の
欧
州
向
け
の
L
N
G
輸
出
が
期

待
さ
れ
る
産
業
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
バ
イ
デ
ン
政
権
が
左
派

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
行
っ
た
欧
州
向
け
の
L
N
G
輸
出
の

一
時
停
止
に
つ
い
て
は
、
ハ
リ
ス
氏
は
判
断
を
保
留
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
意
図
的
な
戦
略
的
曖
昧
さ
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
ハ
リ
ス
選
対
チ
ー
ム
は
、
ペ
ン
シ
ル
べ
ニ
ア
州
の
関
係

団
体
と
内
々
に
協
議
し
て
、
天
然
ガ
ス
産
業
の
発
展
に
前
向
き
な

返
事
を
し
て
い
る
よ
う
だ［
６
］。

こ
の
よ
う
に
ハ
リ
ス
政
権
は
、
党
内
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
現

実
路
線
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。

ト
ラ
ン
プ
陣
営
の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
し
て
、
間
違
い
な

く
予
想
で
き
る
の
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
国
際
合
意
で
あ
る
パ

リ
協
定
か
ら
の
離
脱
だ
。
ト
ラ
ン
プ
前
政
権
は
2
0
1
7
年
6
月

に
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
す
る
と
宣
言
し
、
2
0
2
0
年
11
月
4
日

に
正
式
に
離
脱
し
た
。
し
か
し
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
就
任
直
後
の

ハ
リ
ス
政
権
の

ハ
リ
ス
政
権
の

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
行
方

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
行
方

【表３】
ハリス氏・トランプ氏の政策予測

・トランプが潰した超党派の国境警備強化法案を復
活させる

・人工妊娠中絶の権利擁護

・環境とエネルギー開発のバランスに配慮したバイ
デン路線を継続

・北大西洋条約機構（ＮＡＴＯ）の同盟国との協力強
化とウクライナ支援継続

・トランプが拒否した多国間主義を重視する

・「強靱な中間層」を実現するための減税と企業や高
所得世帯への増税

・すべての人が競い成功するチャンスがある『機会の
経済』をつくる

出典：各種報道資料、演説などをもとに作成

その他

環境エネルギー

外交

経済

主要政策カマラ・ハリス（59歳）民主党

・国境の壁の建設を完成させ、数百万の不法移民を
強制送還

・人工妊娠中絶の是非は各州が判断すべき

・地球温暖化対策の国際合意であるパリ協定からの
離脱

・環境規制を緩和して米国内のシェールガスなどの採
掘を積極的に進める

・ウクライナの戦争を 24 時間以内に終わらせる
・すべての同盟国に、より大きな負担を求める

・2017年のトランプ減税の恒久化
・すべての輸入品に10%以上の関税をかける
・中国の最恵国待遇を破棄して、中国で製造されたすべ
ての商品に一律60％の関税をかける

ドナルド・トランプ（78歳）共和党
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混
迷
す
る
中
東
で
の

混
迷
す
る
中
東
で
の

米
国
の
求
心
力
低
下

米
国
の
求
心
力
低
下

2
0
2
1
年
1
月
20
日
に
パ
リ
協
定
に
復
帰
を
決
定
し
2
月
19
日

に
正
式
復
帰
し
た
。

バ
イ
デ
ン
政
権
の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
目
玉
は
、
2
0
2
2

年
8
月
16
日
に
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
署
名
し
て
成
立
し
た
イ
ン
フ

レ
削
減
法（
Ｉ
Ｒ
Ａ
）で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
削
減
法
と
い
う
名
称

は
、
そ
の
前
に
準
備
し
て
い
た
1
兆
8
5
0
0
億
ド
ル
規
模
の
ビ

ル
ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー
法
案
が
、
イ
ン
フ
レ
を
促
進
し
か
ね
な

い
と
い
う
理
由
か
ら
、
5
0
0
0
億
ド
ル
程
度
に
縮
小
す
る
こ
と

を
民
主
党
議
会
内
で
合
意
し
た
か
ら
だ
。
こ
の
法
律
は
歳
出
全
体

の
約
8
割
を
占
め
る
気
候
変
動
対
策
が
中
心
と
な
る
法
案
で
、
バ

イ
デ
ン
政
権
の
国
際
公
約
の
2
0
3
0
年
ま
で
に
、
温
室
効
果
ガ

ス
を
2
0
0
5
年
比
で
50
～
52
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
や
電
気
自
動

車（
Ｅ
Ｖ
）の
購
入
に
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
、
メ
タ
ン
ガ
ス
を
基

準
以
上
に
排
出
し
た
企
業
に
は
罰
金
を
課
し
、
削
減
し
た
企
業
に

は
補
助
金
を
与
え
る
法
律
だ［
７
］。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を
支
持
す
る
２
つ
の
保
守
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク

「
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団
」と「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ポ
リ
シ
ー
・

イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
」は
こ
の「
イ
ン
フ
レ
削
減
法
」の
中
の
気
候

変
動
対
策
奨
励
の
税
額
控
除
を
止
め
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る［
８
］。

法
律
の
撤
回
あ
る
い
は
修
正
は
、
議
会
の
上
下
院
の
勢
力
に
も
左

右
さ
れ
る
が
、
全
般
的
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
2
・
0
は
、
気
候
変
動

対
策
に
は
後
ろ
向
き
で
、
環
境
規
制
を
緩
和
し
て
米
国
内
の

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
な
ど
の
採
掘
を
積
極
的
に
進
め
る
だ
ろ
う【
図
１
】。

現
在
の
混
迷
す
る
中
東
情
勢
は
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
も
の
だ
。
中
東
で
は
、
イ

ラ
ン
が
支
援
す
る
武
装
勢
力
で
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
の

ハ
マ
ス
、
レ
バ
ノ
ン
の
ヒ
ズ
ボ
ラ
、
イ
エ
メ
ン
の
フ
ー
シ
派
が
、

敵
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
間
で
全
面
的
な
武
力
衝
突
に
エ
ス
カ

レ
ー
ト
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。
7
月
31
日
、
イ
ラ
ン
を

訪
問
中
の
ハ
マ
ス
の
最
高
幹
部
ハ
ニ
ヤ
政
治
局
長
が
殺
害
さ
れ
、

イ
ラ
ン
側
は
こ
れ
を
イ
ス
ラ
エ
ル
側
の
犯
行
と
考
え
、
イ
ス
ラ
エ

ル
へ
の
報
復
を
宣
言
し
て
い
る
か
ら
だ
。
西
側
諸
国
は
イ
ラ
ン
に

自
制
を
呼
び
か
け
る
な
か
、
8
月
13
日
の
時
点
で
、
イ
ラ
ン
は
そ

う
し
た
求
め
を
拒
ん
で
お
り
、
緊
張
が
続
い
て
い
る［
９
］。

ハ
リ
ス
氏
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持
の
信
念
が
強
い
バ
イ
デ
ン
大

統
領
よ
り
も
、
4
万
人
以
上
の
死
者
が
出
て
い
る
ガ
ザ
地
区
の
パ

レ
ス
チ
ナ
人
に
同
情
的
で
あ
る
。
こ
の
方
向
は
、
民
主
党
左
派
と

若
年
層
の
支
持
者
が
ハ
リ
ス
新
政
権
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
だ
。

た
だ
し
、
民
主
党
内
に
は
中
道
の
ユ
ダ
ヤ
系
の
支
持
者
も
多
く
、

大
統
領
選
挙
で
勝
利
す
る
た
め
に
は
、
ど
ち
ら
か
に
偏
る
姿
勢
を

と
る
こ
と
は
難
し
い
。
バ
イ
デ
ン
政
権
の
延
長
で
、
両
者
に
配
慮

し
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
必
要
と
な
る
。

か
た
や
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
長
女
イ
バ
ン
カ
氏
の
夫
、

ジ
ャ
レ
ッ
ド
・
ク
シ
ュ
ナ
ー
氏
が
、
正
統
派
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
と
家
族
ぐ
る
み
の
友
人
と
い
う
関

【図１】
米国でのシェールガスの増産

出典：資源エネルギー庁「エネルギー白書2024」国際エネルギー動向【第222-1-15】米国の在来型ガス・シェールガス等の生産の推移（EIA「Natural Gas Data」をもとに作成）

　　 （コールベット
メタン、炭層メタン）

係
で
、
ユ
ダ
ヤ
系
保
守
派
か
ら
の
巨
額
の
資
金
援
助
も
あ
り
、
第

一
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
は
強
い
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持
姿
勢
を
と
っ
た
。

ま
た
ト
ラ
ン
プ
氏
の
強
固
な
支
持
層
の
キ
リ
ス
ト
教
福
音
派
も
、

旧
約
聖
書
で
神
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
に
パ
レ
ス
チ
ナ
の
地
を
与
え
た

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
強
い
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持
で
あ
る
。

た
だ
し
、
内
向
き
志
向
の
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
米
国
の
中
東
で
の

軍
事
関
与
は
で
き
る
だ
け
避
け
た
い
と
も
考
え
て
い
る
。
第
一
次
ト

ラ
ン
プ
政
権
で
は
、
彼
は
イ
ラ
ン
の
革
命
防
衛
隊
の
ソ
レ
イ
マ
ニ
指

令
官
の
殺
害
を
指
示
し
て
緊
張
を
高
め
る
一
方
で
、「
軍
事
力
は
使

い
た
く
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
と
経
済
力
が
最
大
の
抑
止
力

と
な
る
」と
し
て
、
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
望
ま
な
い
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
出
し
て
、
危
機
を
か
ろ
う
じ
て
回
避
し
た［   10
］。

現
在
の
中
東
情
勢
緊
張
の
背
景
に
は
、
内
向
き
志
向
の
米
国
の

求
心
力
低
下
が
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
2
・
0
で
も
ハ
リ
ス
政
権

で
も
、
中
東
に
お
け
る
米
国
の
求
心
力
低
下
は
進
行
す
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
同
盟
国
と
協
調
し
て
国
際
秩
序
の
維
持
に
一
定
の
責
任

を
引
き
受
け
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
ハ
リ
ス
政
権
と
、
国
際

関
与
に
内
向
き
な
ト
ラ
ン
プ
政
権
2
・
0
で
は
、
中
東
の
安
定
に

大
き
な
違
い
が
出
て
く
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
ハ
ル
・
ブ
ラ
ン
ズ
教
授
は
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
2
・
0
の「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」政
策
が
引
き
起

こ
す
長
期
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、
中
東
の
シ
ー
レ
ー
ン
の
安
全
保
障
が

崩
壊
し
て
、
そ
の
貿
易
ル
ー
ト
に
多
く
を
依
存
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
ア
ジ
ア
の
国
々
が
影
響
を
受
け
、
最
終
的
に
は
ア
メ
リ
カ
が

高
い
コ
ス
ト
を
払
う
と
予
測
し
て
い
る
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
人
は
、
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w
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10
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ト
ラ
ン
プ
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イ
ラ
ン
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抑
制
し
て
い
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よ
う
だ
』　

報
復
攻
撃
受
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演
説
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N
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、

２
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０
年
１
月
９
日
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w

w
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l

［
11
］ 

ハ
ル
・
ブ
ラ
ン
ズ「
ト
ラ
ン
プ
が
権
力
に
返
り
咲
け
ば
ー
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス
ト
が
導
く
無
秩

序
」『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
』２
０
２
４
年
７
月
号 

Ｐ
．16

高
い
代
償
を
払
う
ま
で
、
み
ず
か
ら
の「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」

の
台
頭
を
後
悔
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
も
警
告
し
て
い
る［   11
］。

わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
影
響
す
る
国
際
秩
序
の
将
来

を
考
え
る
場
合
、
次
期
米
国
政
権
の
方
向
性
は
、
極
め
て
重
要
な
岐

路
と
な
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
2
・
0
に
よ
る
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生

産
拡
大
は
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス
の
要
素

か
も
し
れ
な
い
が
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
遅
れ
は
温
暖
化
が
進
む
日

本
と
世
界
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
。
そ
し
て
ト
ラ
ン
プ
政
権

2
・
0
の「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」政
策
は
、
長
期
的
に
は
日
本

の
中
東
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
に
、
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
予
想
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
い
て

現
実
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
で
あ
ろ
う
ハ
リ
ス
政
権
は
、
総
体
的
に

は
日
本
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
。
ま
た
ハ
リ
ス
政
権
は
、
ト
ラ
ン
プ

氏
同
様
、
軍
事
関
与
に
は
内
向
き
だ
が
、
ガ
ザ
で
の
停
戦
の
た
め
の

外
交
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
バ
イ
デ
ン
政
権
の
路
線
を
継
続
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
ハ
リ
ス
政
権
の
ほ
う
が
中
東
情
勢
を

安
定
さ
せ
る
期
待
が
持
て
る
。

と
は
い
え
、
現
時
点
で
ト
ラ
ン
プ
対
ハ
リ
ス
は
五
分
五
分
で
あ

り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
2
・
0
が
成
立
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

日
本
が
で
き
る
こ
と
は
、
自
身
の
防
衛
力
、
外
交
力
、
経
済
力
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
必
要
な

国
際
秩
序
の
維
持

国
際
秩
序
の
維
持

１
９
６
３
年  

福
島
県
生
ま
れ

〈
職
歴
〉

東
北
大
学
歯
学
部
卒
業
後
、
歯
科
医
師
を
経
て
1
9
9
5
年
米
ニ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル
大
学
で
政
治

学
修
士
課
程
修
了
。

同
年
、
米
戦
略
国
際
問
題
研
究
所（
C
S
I
S
）に
入
所
。
客
員
研
究
員
、
主
任
研
究
員
な
ど
を

経
て
、
2
0
0
3
年
よ
り
上
級
研
究
員
と
し
て
、
日
本
の
政
党
政
治
、
外
交
政
策
、
日
米
関
係

な
ど
の
研
究
に
携
わ
る
。

2
0
0
5
年
に
帰
国
し
、
三
井
物
産
戦
略
研
究
所
主
任
研
究
員
、
2
0
0
9
年
よ
り
東
京
財
団

政
策
研
究
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
兼
上
席
研
究
員
を
歴
任
。

２
０
１
７
年
笹
川
平
和
財
団
上
席
研
究
員
と
な
り
、
２
０
２
４
年
４
月
よ
り
現
職
。
国
際
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
Ｉ
Ｉ
Ｎ
Ａ
の
チ
ー
フ
・
エ
デ
ィ
タ
ー
と
し
て
国
際
情
報
を
発
信
。

https://w
w

w
.spf.org/iina/index.php

〈
主
な
著
書
〉

『
防
衛
外
交
と
は
何
か
』（
共
編
著
）、『
２
０
２
１
年
以
後
の
世
界
秩
序
─
国
際
情
勢
を
読
む

20
の
ア
ン
グ
ル
』、『「
今
の
ア
メ
リ
カ
」が
わ
か
る
本
』、『
二
〇
二
五
年
米
中
逆
転
』な
ど
。

強
靭
化
し
て
、
よ
り
厳
し
い
国
際
環
境
の
中
で
生
存
で
き
る
よ
う

に
備
え
る
こ
と
と
、
米
国
の
民
主
・
共
和
の
ど
ち
ら
の
政
権
に

な
っ
て
も
緊
密
な
同
盟
関
係
を
維
持
し
て
、
内
向
き
な
米
国
人
の

心
理
的
負
担
を
減
ら
し
、
国
際
秩
序
の
維
持
に
日
米
で
積
極
的
に

関
与
し
て
い
く
方
向
性
が
合
理
的
な
選
択
と
な
る
は
ず
だ
。


